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一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
滝
沢
幸
助
君
提
出
過
疎
對
策
に
關
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

国
土
面
積
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
三
大
都
市
圏
に
人
口
の
四
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
居
住
し
て
い
る
。 

こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
自
然
条
件
、
地
理
的
条
件
、
歴
史
的
条
件
に
応
じ
て
、
都
市
的
土
地
利
用
中

心
か
、
農
林
漁
業
的
土
地
利
用
中
心
か
な
ど
国
土
利
用
の
姿
に
違
い
が
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
国
土
の
均

衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
に
は
、
過
密
過
疎
の
是
正
と
い
つ
た
国
土
政
策
上
の
大
き
な
考
え
方
に
つ
い
て
の
基

準
を
示
す
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
地
域
的
特
色
を
考
え
た
場
合
、
国
土
に
お
け
る
詳
細
な

適
正
人
口
分
布
の
基
準
を
示
す
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

二
に
つ
い
て 

高
度
経
済
成
長
の
過
程
で
、
地
方
圏
か
ら
大
都
市
圏
へ
大
量
の
人
口
移
動
が
あ
つ
た
こ
と
に
伴
い
、
大
都
市 



三
に
つ
い
て 

今
後
に
お
い
て
も
、
定
住
構
想
の
理
念
を
基
本
的
に
継
承
し
つ
つ
、
各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
い
か
し

て
活
性
化
し
、
地
域
間
の
適
切
な
機
能
分
担
と
連
携
に
よ
り
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
つ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
策
定
作
業
中
の
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
に
お
い
て
、
そ
の
た
め
の
諸
方
策
を

検
討
中
で
あ
る
。 

圏
に
お
い
て
居
住
環
境
の
悪
化
、
防
災
性
の
低
下
な
ど
、
地
方
圏
に
お
い
て
地
域
活
力
の
低
下
な
ど
様
々
な
問

題
が
生
じ
て
き
た
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
国
土
総
合
開
発
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
五
号)

に
基
づ
く
第

三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
に
お
い
て
は
、｢

定
住
構
想｣

を
計
画
の
柱
と
し
て
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

全
国
的
な
物
的
生
産
、
流
通
機
能
等
の
諸
機
能
の
適
正
配
置
を
図
る
こ
と
は
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図 

四 

 



四
に
つ
い
て 

特
に
、
工
業
に
つ
い
て
は
、
大
都
市
圏
の
過
密
問
題
の
解
消
に
資
す
る
と
と
も
に
地
方
の
振
興
を
図
る
と
の

観
点
か
ら
工
業
再
配
置
促
進
法(

昭
和
四
十
七
年
法
律
第
七
十
三
号)

に
基
づ
く
工
業
再
配
置
計
画
を
指
針
と
し

て
工
業
の
再
配
置
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

る
観
点
か
ら
重
要
な
課
題
と
考
え
て
お
り
、
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
に
お
い
て
も
主
要
計
画
課
題
と
し
て

大
都
市
の
諸
機
能
の
計
画
的
な
再
配
置
等
を
位
置
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

我
が
国
の
高
等
教
育
機
関
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
「
昭
和
六
十
一
年
度
以
降
の
高
等
教
育
の
計
画
的
整
備
に

つ
い
て
」(

大
学
設
置
審
議
会
大
学
設
置
計
画
分
科
会
報
告)

に
お
い
て
、
大
都
市
地
域
に
お
け
る
大
学
及
び
短

期
大
学
の
新
増
設
の
抑
制
等
を
含
め
た
地
域
配
置
の
在
り
方
等
そ
の
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
と
も
十
八
歳
人
口
の
増
減
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
同
報
告
に
示
さ
れ
た
方
向
に
沿
つ
て
、
適
切
に
対
処
し
て

ま
い
り
た
い
。 

五 

 



五
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

過
疎
地
域
の
振
興
を
図
る
こ
と
は
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
の
観
点
か
ら
、
国
土
政
策
上
の
重
要
な
課
題
の

一
つ
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
従
来
か
ら
過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法(

昭
和
五
十
五
年
法
律
第
十
九
号)

等
に
基

づ
き
、
補
助
率
の
か
さ
上
げ
、
過
疎
対
策
事
業
債
の
発
行
等
の
財
政
上
の
特
別
措
置
を
講
じ
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。 

農
村
地
域
に
お
け
る
安
定
し
た
就
業
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
農
村
工
業
導
入
を
計
画
的
に
進
め
て
い
る
ほ

か
、
冬
期
間
に
お
け
る
雇
用
の
確
保
に
も
配
慮
し
て
、
農
林
水
産
物
の
加
工
を
行
う
地
場
産
業
の
育
成
等
を
図

つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

今
後
に
お
い
て
も
、
過
疎
地
域
の
一
層
の
振
興
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
特
別
措
置
を
引
き
続
き
講
じ
、
適 

今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の
対
策
の
円
滑
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

六 

 



 

七 

切
に
対
処
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。 

七
に
つ
い
て 

現
在
、
租
税
特
別
措
置
法(

昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号)

に
お
い
て
、
過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法
に

規
定
す
る
過
疎
地
域
に
係
る
特
別
償
却
制
度
及
び
特
定
資
産
の
買
換
え
の
特
例
制
度
の
措
置
を
講
じ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
特
別
措
置
は
当
該
過
疎
地
域
の
振
興
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
振
興
に
伴
い
、
地
域
住
民

の
雇
用
の
確
保
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。 

ま
た
、
地
方
税
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号)

に
お
い
て
、
同
様
の
趣
旨
か
ら
過
疎
地
域
に
係

る
特
別
土
地
保
有
税
の
非
課
税
措
置
を
講
じ
て
い
る
ほ
か
、
政
府
の
補
助
を
受
け
て
行
う
地
域
住
民
の
生
活
に

必
要
な
路
線
の
運
行
の
用
に
供
す
る
一
般
乗
合
用
バ
ス
の
取
得
に
係
る
自
動
車
取
得
税
の
非
課
税
措
置
等
を
講

じ
、
過
疎
地
住
民
の
生
活
に
配
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




